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  ３０年に一度の異常気象 

 この冬、北半球の各地を襲った大寒波。国内でも日本海側の各地がたびたび大雪

に見舞われた。原因は北極圏の寒気が中緯度地域に流れ込む、地球規模の「北極

振動」という現象だった。気象庁の検討会は「３０年に１度の異常気象」とする見解を

まとめ、詳しい分析を進める。  

 

 「めったに断言しないが、今年は異常気象と言える」。今月３日、専門家でつくる気

象庁の「異常気象分析検討会」で会長を務める木本昌秀・東大教授は記者会見でそ

う語った。  



 この冬、米国東部や欧州、中国、韓国など、北半球のほぼ全域が強い寒気に包ま

れた。たびたび大雪に見舞われた米・ワシントンでは２月に積雪量が約１４１センチと

なり、過去最高だった１８９８～９９年の約１３８センチを上回った。温暖な気候で知ら

れるフロリダ州オーランドでは１月に零下４．４度を記録。欧州では異常低温による凍

死者が続出し、韓国・ソウルでは１月に１９３７年の観測開始以来、最高となる約２６セ

ンチの積雪を記録した。  

 一方、日本は寒暖の差が激しい冬になった。平均気温は平年を上回ったが、１２月

には東北と東日本の日本海側の山沿いで１メートルを超える積雪となり、２００５年以

来の大雪となったほか、１月には新潟県十日町市で４年ぶりに積雪が３メートルを超

えた。また２月には新潟市で２６年ぶりに８０センチを超える積雪となり、東京都心で

の雪の降った日数は２６年ぶりとなる１０日に達した。  

 気象庁によると、この寒波や大雪をもたらしたのが北極振動だ。この冬の北極振動

は１２月上旬～１月上旬と、１月下旬からの２回発生。北極圏の気圧が中緯度地域よ

り高くなり、北半球の中緯度地域に北極圏の強い寒気が流れ込んだ。  

逆に、北極圏に近い高緯度地域は暖かくなり、冬季五輪の開催地、カナダのバンクー

バーでは冬の平均気温が平年を１．５度上回る５．５度となり、暖冬になった。北極圏

と中緯度地域の気圧差は記録が残る１９７９年以降で最大になった。  

 同庁や木本教授によると、北極振動の発生に影響した三つの現象が確認されてい

る。  

 まず起こったのが、偏西風が蛇行する「ブロッキング現象」だ。昨年１２月初めにアラ

スカ、その直後に北大西洋上空で蛇行が起きた。このため、アラスカやグリーンランド

付近の北極圏で高気圧が発達し、北極振動が生じるきっかけをつくった。  

 さらに、成層圏で「突然昇温」が起きた。１２月に東シベリア上空、１月に北極上空の

気温が３０度以上上がった。上空１万メートル付近の対流圏内の大気のエネルギー

がその上の成層圏に多く伝わり、北極振動を維持する働きをした可能性があるとい

う。  

 ペルー沖で起きていたエルニーニョ現象も北極振動を強めた可能性が高いが、日

本にはこの現象が幸いした。北極振動が強まった時期に大雪が降ったものの、エル

ニーニョの影響で日本の南海上に暖かい高気圧ができたため、例年日本に冬型の気

圧配置をもたらすアリューシャン低気圧が近づけなかった。  



 同庁によると、北極振動は現在、徐々に弱まっているが、米国などでは今後もしば

らく気温が平年を下回り続けるおそれがあるという。  

 北極振動は北半球の冬の気候を左右する重要な現象だが、現時点では発生も終

息も予測が難しい。過去にも気象庁が「暖冬」と予報した後、北極振動による寒気の

放出が続き寒くなったことがあった。木本教授は「北極振動のメカニズムの解明が正

確な冬の天候の予報につながる。この冬の現象を詳細に分析して予報精度の向上を

はかりたい」と話している。（宋光祐） 

 


